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手術室でのパス作成の経緯

� ２００２年 デイサージェリー（外来局麻日帰り手術）

� ２００３年 婦人科静脈麻酔手術（レーザー、円錐切除など）

� ２００４年 泌尿器科腰椎麻酔手術（TUR、除睾術など）

� ２００５年 頭頚科全身麻酔手術（ラリンゴマイクロサージェリー）

比較的短時間で終了し、標準的な経過をたどる手術

２００５２００５２００５２００５年年年年からからからから麻酔別麻酔別麻酔別麻酔別ののののパスパスパスパス作成作成作成作成にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ



現在の手術看護記録の問題点

記録に時間が
かかる・・・

バイタルサインや、輸
液内容など麻酔記録と

重複している・・・

手術経過に応じて
観察したことや実施
したケアが記録上に

残せてない・・・



麻酔別にみた手術

２００８２００８２００８２００８年度年度年度年度のののの手術件数  手術件数  手術件数  手術件数  ２２２２，，，，６５３６５３６５３６５３件件件件

全身麻酔全身麻酔全身麻酔全身麻酔

＋＋＋＋硬膜外麻酔硬膜外麻酔硬膜外麻酔硬膜外麻酔

45%45%45%45%

局所麻酔局所麻酔局所麻酔局所麻酔
7%7%7%7%

腰椎麻酔腰椎麻酔腰椎麻酔腰椎麻酔
10%10%10%10%

全身麻酔全身麻酔全身麻酔全身麻酔
38%38%38%38%

全身麻酔全身麻酔全身麻酔全身麻酔

全身麻酔全身麻酔全身麻酔全身麻酔＋＋＋＋硬膜外麻酔硬膜外麻酔硬膜外麻酔硬膜外麻酔

腰椎麻酔腰椎麻酔腰椎麻酔腰椎麻酔

局所麻酔局所麻酔局所麻酔局所麻酔



手術看護パスマニュアルの作成



●●●●時間枠時間枠時間枠時間枠はははは入室時入室時入室時入室時・・・・麻酔中麻酔中麻酔中麻酔中・・・・
手術開始手術開始手術開始手術開始・・・・手術中手術中手術中手術中・・・・手術終了手術終了手術終了手術終了・・・・
麻酔覚醒麻酔覚醒麻酔覚醒麻酔覚醒・・・・退室時退室時退室時退室時のののの７７７７期期期期としたとしたとしたとした

★★★★経過に応じて時間記入して
使用することで、各期に

おいて患者状態の達成が
チェックできる

患者目標志向型パス

●バリアンスが発生した場合、バリアンスの対応を記載

●一時的問題はT（temporary）で表現し、SOPIE形式で記載

●患者状態急変時や事故発生時は経時記録に切り替えて記載

★バリアンスや術中の問題点が
明確になり、情報共有ができる
★患者個別性、行った看護実践

が明確に記載できる

●患者目標達成に
必要な観察項目

●望ましい患者状態
判断・評価基準

●医療者側で確認が
必須となる事項

●患者が受けるべき
ケアの状態

●●●●患者目標患者目標患者目標患者目標はははは、、、、そのそのそのその日日日日
のののの望望望望ましいましいましいましい患者状態患者状態患者状態患者状態をををを
考考考考えるためのえるためのえるためのえるための大目標大目標大目標大目標

★★★★手術室手術室手術室手術室はははは、、、、入室入室入室入室からからからから
退室退室退室退室までのまでのまでのまでの患者目標患者目標患者目標患者目標をををを

設定設定設定設定しているしているしているしている



パスを作成しての結果
☆麻酔記録との重複記載を整理したことで、患者ケアを

中心とした記録になった。

★判断基準・評価基準に沿って、時間経過毎に患者状態
がチェックできるようになった。

☆看護実践を明確にした記録になった。

★記録時間の短縮につながり、看護ケアの充実につな
がった。



＜腰椎麻酔パス＞＜腰椎麻酔パス＞ ＜局所麻酔パス＞＜局所麻酔パス＞




